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Effective factors for establishing corrective action 
- To avoid repeating defects of the same cause - 
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付付録録 11 再再発発防防止止策策非非定定着着状状態態のの事事例例((人人手手をを介介すするる対対策策))  

  

  

# 事象 直接原因
根本原因

(直接原因を引き起こした真因)
再発防止策

再発防止策が
定着しなかった理由

1

画面項目情報
が顧客に不正
表示された

ワーク変数の初期化
漏れ

プロジェクトルール上、必須だった
コード初期化チェックツール実施が
漏れた。チェックツールを実行しな
かったため、修正モジュールだけで
なく,呼出先モジュールも確認する
必要があったが,コードレビュー対
象として見落とした

・プロジェクトメンバ全員でプロジェク
トルールの再確認を実施した

・コーディングチェックリストに、初期
化ツール実施を明記した

・監査機関を設置し、プロジェクトルー
ルが正しく履行されているか、チェック
を行うようにした

・オフショア担当分は、開発環境都合でツール
が実施できず、国内拠点メンバが実施するはず
が、役割分担の詳細周知が不十分で,一部機能
での実施が漏れた

・第三者機関が他業務を兼任していたため、作
業に忙殺され十分なチェックできなかった

2

集計額の算出
誤りが生じた

集計処理ロジックの
誤り

既存システムのエンハンス案件だっ
たが、修正範囲を見誤った。またノ
ングレード試験が不足していた

・修正範囲の調査漏れがないように、調
査方法や、資料の残し方をルール化し、
属人化要素を低減させる

・ノンデグレード試験項目の見直しを実
施。最低限のテンプレート項目は実施す
るように修正

・エンハンス案件のため、プロジェクトメンバ
は固定でなく、入替えが常時発生するため、作
業品質が属人化しやすい傾向があった

3

本番資材リ
リース漏れが
生じた

資材の修正不足 修正対象外と認識した資材に、修正
が必要なものがあった。修正範囲の
調査誤り

・修正範囲の調査漏れがないように、調
査方法や、資料の残し方をルール化し、
属人化要素を低減させる

・エンハンス案件のため、プロジェクトメンバ
は固定でなく、入替えが常時発生するため、作
業品質が属人化しやすい傾向があった

4

更改案件で現
行と更改後の
DB値の更新内
容が不一致で
あった

DB更新設定値の誤り 現行と更改後のSQL文の修正方法が
誤っていた。テストパターンも代表
パターンで実施していたため、更新
内容の差分に気づくことができな
かった

・現新比較の確認の際は、起こりうるテ
ストパターンを全網羅し試験を行うルー
ルとした

・周知徹底不足により、現新確認のテストパ
ターンの粒度について、担当者間での認識のば
らつきがあった
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付付録録 22  人人やや組組織織のの成成熟熟度度にに応応じじたた再再発発防防止止策策のの定定着着にに必必要要なな対対策策((本本研研究究のの対対象象外外))  

再
発
防
止
策
が
定
着
し
な
い
理
由

■例示
優先順位を
下げてしまう
 忘れる
 後回しにする
 見落とす
 ・・・・・

人や組織の成熟度
「再発防止策を・・・」

高

低

再発防止策の定着に
必要な対策

レベル３
自主的に取り組む

レベル２
他人／組織からの
気づきで取り組む

レベル１
常に指示を受けな
がら取り組む

再発防止策を実施す
る人／組織に任せ、
他人／組織の関与は
不要

成
熟
度

小

大

定
着
に
必
要
な
稼
働

他人／組織の随時・
定期的なチェックが
必要

常に他人／組織の指
示とチェックが必要

再発防止策を実施する
人／組織の成熟度に
応じて選択する
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付付録録 33 アアンンケケーートト  

  

「ソフトウェア品質管理研究会アンケート(紙面版) 

SQiP 研究テーマ「同じ原因での故障を繰り返す要因の特定」のため,現場に十分定着し

ている再発防止策の特徴を調査しています.３分程度でお答えいただけますのでご協力

をよろしくお願いいたします. *必須 

 

1. お答えいただく再発防止策の内容を教えてください * 

例 1:ソースに修正が入る都度,初期化チェックツールにかける 

例 2:デバックソースの組み込み徹底,単体テスト時にカバレッジツールを用いるこ

とを徹底する 

(記入欄                                 ) 

 

2. 再発防止策が浸透(十分防止できている状態)できている理由をお伺いします.該当

するものを全て選択してください * 

※その他を選んだ場合は内容をご記入ください 

☐実施すべきと判断した(思い込み・先入観なし) 

☐自分/担当の業務だから 

☐スキルがあるから(できるのが自分だけだから) 

☐効果が期待できるから 

☐過去も成功したから 

☐簡易だから 

☐誰かに見られているから 

☐あと工程に進めないから(ゲートチェックでストップされるから) 

☐上司やリーダーに言われた(言われそうな)内容だから 

☐その他: 

 

3. 定着している再発防止策は,誰から伝えられましたか(当てはまるものを全て選択

してください) * 

※その他を選んだ場合は内容をご記入ください 

☐経営者・幹部 

☐PM 

☐リーダー 

☐同僚 

☐品質管理部門 

☐顧客・発注元 

☐その他: 

 

4. 定着している再発防止策はどのように伝えられましたか(当てはまるものを全て選

択してください) * 

※その他を選んだ場合は内容をご記入ください 

☐口頭(個別) 

☐口頭(ミーティング) 

☐メール 

☐HP などでの周知 

☐その他: 
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付付録録 22  人人やや組組織織のの成成熟熟度度にに応応じじたた再再発発防防止止策策のの定定着着にに必必要要なな対対策策((本本研研究究のの対対象象外外))  

再
発
防
止
策
が
定
着
し
な
い
理
由

■例示
優先順位を
下げてしまう
 忘れる
 後回しにする
 見落とす
 ・・・・・

人や組織の成熟度
「再発防止策を・・・」

高

低

再発防止策の定着に
必要な対策

レベル３
自主的に取り組む

レベル２
他人／組織からの
気づきで取り組む

レベル１
常に指示を受けな
がら取り組む

再発防止策を実施す
る人／組織に任せ、
他人／組織の関与は
不要

成
熟
度

小

大

定
着
に
必
要
な
稼
働

他人／組織の随時・
定期的なチェックが
必要

常に他人／組織の指
示とチェックが必要

再発防止策を実施する
人／組織の成熟度に
応じて選択する
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5. 再発防止策の内容はどのような内容を含んでいましたか(以下フリー記入欄にご記

入ください) * 

例 1:対象や基準が明確にされていて理解しやすい内容であった. 

例 2:故障に至った経緯が記載されおり,XX であった. 

(記入欄                                 ) 

 

 

 

「ソフトウェア品質管理研究会アンケート(Web 版) 
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